
 

 

 

 

 

 

令和６～８年度文部科学省研究開発学校指定校 

令和７～８年度東京都教育委員会「デジタルを活用したこれからの学び」推進地区実践校

午前

デジタルを活用したこれからの学び 

生み出した時間の活用

カリキュラム・マネジメント

●40分午前 5時間制の時間割 

●時間割の考え方 

●個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

●子どもが身に付けるべき三つの能力 

●実践事例〈国語・社会・算数〉 

●自己選択学習 スケジュール 

●学年別課題設定・学習計画書 

時間制

自ら学び つなげ 深める 児童の育成 

目黒区立五本木小学校 

 
分

目黒区立五本木小学校



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校時 時間 月 火 水 木 金 

朝活動 ８：20～８：30 全校朝会 読書タイム 
集会等 安全指導 基礎・基本 

の時間 基礎・基本の時間 
 朝の会 

1 校時 8:35～9:15 １ ２ ３ ４ ５ 

   

2 校時 9:20～10:00 ６ ７ ８ ９ 10 

   

3 校時 10:05～10:45 11 12 13 14 15 

  健康スポーツタイム 

4 校時 11:05～11:45 16 17 18 19 20 

   

5 校時 11:50～12:30 21 22 23 24 25 

 12：30～13：30 給食・掃除 

  昼休み 

探究 13:45～14:05 26.5 
（令和８年

度～） 

五本木 
タイム 

委員会 

クラブ活動 

五本木 
タイム 

五本木 
タイム 

6 校時 14:05～14:45 27.5 28.5 29.5 

  帰りの会 

放課後 

14:55～ 
校内研究 

教材研究 

行事委員会

教材研究 

職員会議 

教材研究 

学年会 

教材研究 

学年会 

教材研究 

15：40～16:25 休憩時間 

16:25～ 夕会   夕会  

 

生活習慣の定着 
早寝・早起き・朝ご

はんの定着を図る。 

自己選択学習 
多様性に対応した

柔軟な学びとして、
設定する。 

授業時数と 
授業コマ数の

確保 
 

集中力の高い 
午前中に５単位時間
の授業を行う。 
午前５時間制は午
前中に５時間の授業
を行うことができる
ことから、午後の会
議や出張に影響され
ることなく授業時数
を確保できる。 

放課後の 

ゆとりの時間 

誰と学ぶか、どのように学ぶかを
自分で決め、自ら学んでいる。 

自分の考えを構造的に 
整理している。 

40 分授業午前５時間制 カリキュラム・マネジメント
 分

 

40 分授業の工夫 「デジタルを活用したこれからの学び」 
 子どもが自ら学び方を選択し、自立した学習者になることを目指した授業となるよう、教師が指導観を 

変え、子どもの学びを支援するという指導観に基づいた授業デザインを実現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生み出した放課後のゆとりの時間【児童・教員】 

 

 
 

 

 
 

 

 
児童にとっては、習い事があっても遊ぶ

時間がとれるなど、自由時間の拡大につ
ながっている。 

 

教員にとって、研修や学年会の充実

など、授業力向上につながる。 

 

 分

                      ●目黒区研究開発学校としての「40 分授業」授業時数について 
                 40 

１単位時間＝――コマ ⇒（特例により）１単位時間（40 分）＝１コマ 
                                           45 
 
 
 

●「40 分授業」の特徴について 
１単位時間：45 分 
 

１単位時間：40 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年間授業時数例） 

第 1学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

865 コマ 925 コマ 980 コマ 1,015 コマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 分×1,015 コマ 
 

   40 分×1,015 コマ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分×1,015 コマ＝5,075 分(第 4,5,6 学年) 

生み出した時間：127 コマ

教育活動 授業改善 等 

自己選択学習 等 教材研究・授業準備・ 

研修 

  

 

 

授業力向上へ 

児童 教員 

 

自己選択学習 
  児童が選択し

た課題に対して、

学びの見通しを

もち、方法や進度

を選択し、学び進

める学習。 

 ●  

●  
●  

●  ●  ●  ●  
●  

●   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユネスコスクールホールスクールアプローチ 
 
 

◆自分が選んだ課題に向かって 
学びを進める。 

◆他の児童の考え方を参考に 
して、学習を進める。 

◆誰と学ぶか、どのように学ぶかを 
自分で決め、自ら学ぶ。 ◆自分の考えを構造的に 

整理する。 

デジタルを活用した学び 

による子どもたちの変化 

◆自らの学習を振り返りながら 
学び方を学ぶ。 

◆教員は、クラウドに上げられた情報から、 
児童の学習状況を把握し、個々に応じた 
言葉掛け、支援を実施する。 

●   ●   

目黒区立五本木小学校

40 分授業午前５時間制の時間割 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタルを活用したこれからの学び「自立した学習者」を目指して
 分

目黒区立五本木小学校

●デジタルを活用したこれからの学びとは 
 個別最適な学びと協働的な学び、そしてそれらを一体的に

充実させている学びを「デジタルを活用したこれからの学

び」として設定している。 

個別 

最適な 

学び 

協働的

な学び 

個別最適な学び

と協働的な学び

の一体的な充実 

子どもが自己決定する学び 
………………… 

●デジタルを活用したこれからの学びが目指す最終目標 

  最終的に目指す目標は、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実 

するとともに「子どもが自己決定する学び」である。 

子どもは、「学びのプロセス」、「思考スキル」、「デジタルリテラシー」の

３つの能力を伸ばしながら、学習課題や学習方法を自己決定し、課題解決

的な学びに取り組む。 

子どもが身に付けるべき３つの能力 
 

●「学学びのプロセス」（ 情報収集/整理・分析/まとめ/説明） 
 

●学思考スキル」  比較すること、分類すること等） 
 

●学デジタルリテラシー」 

 個別・協働で行う ICT 機器等の操作能力） 

学びのプロセス 

Ｌearning Ｐrocess 

児童自身が、「何を」、「誰と」、「どのように学ぶか」、学びのプロセス
を計画できるように、学習計画表（学びの手引き）を作成した。 

学びのプロセス 子どもの活動 

見通しをもつ 

学習課題の設定 

学習計画の作成 

課題を自己決定 
する。 

何を学ぶか、どの
ように学ぶか、何
を使って学ぶか
を、自己決定する。 

活動する 

（情報収集 

/整理・分析 

/まとめ/説明） 

自己の課題を解決

するために必要な

情報を集める。 

収集した情報を比

較・関連・総合させ

ながら整理する。 

課題に対する自分

なりの答えを導き

出す。 

他者に自分の考え

を説明する/他者

の説明を聞く。 

振り返り 
自己の学びを客観

的に見つめる。 

 

デジタル課題 
 
課題を選択するこ

とで、問題やめあ

てを学習用情報端

末上で確認するこ

とができる。 

サポートリュック  
それぞれのリュックに大・小２種類のヒントと

なる図や説明を入れておき、児童が必要とする

場合に使用する。 成果物の提出 
児童が取り組んだ学習記

録を添付する。その上で、

児童は授業ごとに提出箱

に提出し、教師は児童の

進捗状況を確認する。 

デジタルの活用 

Digital Utilization 

思考スキル 

Ｔhinking Ｓkills 
s 

４年 国語 
「ごんぎつね」 

6 年 社会「明治の新しい国」 

5 年 算数「図形の面積」 
１年 算数 「ひきざん」 

「整理・分析」「まとめ」
において、思考を可視化で
きるよう思考ツールの型を
学び、児童が自分で思考
ツールを選び、学習に生
かした。 

活動中、児童がいつでも見
られる先生動画を作成し、
思考を促す手だてとした。 

共有ノートや提出箱を活用し、友達
の考えがいつでも見ることができるよ
う他者参照できる環境を整えた。 

大リュック 小リュック 

ヒントは少ない 
ヒントは多い 

学習計画の作成 
児童が、どの課題を、誰

と学ぶのか、「学習内

容」、「学習形態」を選択

し、学習の見通しをもつ。 



 

自分自身が学びの見通しをもち、学びの方法や進度を選択し、学び進める学習 

【年間スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習計画例】 中学年（４年児童）                                  

 

 

 

 

 

 

 

 【前期】 ４月 ～ １０月 【後期】 １０月 ～ ３月 

課題 

  

 

生み出した時間の活用   
 分

自己選択学習 ●五本木タイム（年45時間） 

（前期）20分×45 回 （後期）20分×45 回 

 
  自分自身が学びの見通しをもち、学びの方法や進度を 

選択し、学び進める学習 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目黒区立五本木小学校

学年別 課題設定・学び方 

学年 課題設定 学び方 活動 

第１学年 
共通 

共通 第１学年では、共有の課題を共通の学び方で解決し、学び方を知る。 

第２学年 選択 第２学年では、共通の課題に対して、学び方を各自で選択する。 

第３学年 候補一覧 

から選択 

自ら 

設定 

第３・４学年は、各教科の選択課題候補一覧を参考に、自ら選択し、

自ら学習計画を立てて、学びをマネジメントしていく。 第４学年 

第５学年 
自ら設定 

自ら 

設定 

第５・６学年は、各教科の選択課題候補一覧を参考にし、自ら課題を

設定し、自ら学習計画を立てて、学びをマネジメントしていく。 第６学年 

 

児童は、学習指導計画を作成し、１サイクルの見通

しをもって取り組む。また、活動を通して成果物を添

付・確認したり、取組を振り返ったりしながら、活動

を調整し学習を進めている。 

教育活動
の時間

教員の時間

【児童学習計画書例】 

● 

自己選択学習：年間スケジュール 

 【前期】 ４月 ～ １０月 【後期】 １０月 ～ ３月 

課

題 

１サイクル ２サイクル 教科課題 ３サイクル ４サイクル 教科課題 

※上記の課題とは別に、ユネスコにかかわる課題について選択し、年間を通じて取り組む。 

   

 

 

人材育成

●指導力向上研修 

毎月１回45分間行う。教科を設定し、各教科主

任が中心となって進めたり、目黒区授業力スペシャ

リストを招いて研修を行ったりしている。各教科等

の指導法の他、学級開きや行事の行い方等、若手教

員と経験豊かな教員の対話を通して、互いの実践か

ら学び合う取組を行うことで、質の高い学びの実現

を目指している。 

教員研修・授業研究  

●ESD研修会 

ユネスコスクールとして各学年で取り組んでいる活動を共有し、 

よりよい活動となるように意見を交換している。講師を 

招へいし環境問題について学ぶ研修を行っている。 

 

●デジタルを活用した授業研修・研究協議会 

 デジタルを活用した授業の行い方について、研修を通して 

学び、授業に生かせるようにしている。研究授業では、 

Chat ツールと 360度カメラによる撮影を取り入れ、 

参観教員が児童の学習の様子をリアルタイムで共有している。 

授業中の気付きが即時に可視化されることで、協議会では 

児童の様子を根拠にした議論が可能となっている。 

教材研究 ●学年会・授業準備の時間 

どの曜日においても、午後３時には児童の下校が完了している。毎日の放課後は、自身の教材研究のみならず、OJTや学年会、会議等を行うことができる。

「生み出した時間」を、教員の時間として活用することで、日々の授業改善につなげている。 

その他【学級指導】の時
間を年間で 15 単位時間
とっている。 

目黒区授業力スペシャリストによる指導力向上研修 

Chat ツールによる授業観察記録 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分

目黒区立五本木小学校

上智大学  

総合人間科学部教育学科 教授 奈須 正裕 先生 

東京都教育庁総務部 デジタル推進課 

統括指導主事 中村 伸也 先生 

台東区立上野小学校   校長 田中 康雄 先生 研究に携わった教職員 

校長 海老江 直子    副校長  原田 啓子 

１年１組 山本 カンナ 算数少人数 ◎野間 大督 図書館支援員 花川 智子 

１年２組 □瀬畑 健吾 算数・家庭科・理科 □山木 尊人 事務 新藤 史也 

１年４組 高橋 大輔 養護教諭 脇坂 恵理 事務補助員 高島 礼子 

２年１組 ●鈴木 恵美 栄養教諭 嶋田 敬子 用務主事 中村 豪 

２年２組 生田目莉凡 栄養士 長島はんな 用務員 佐藤 房代 

２年４組 井村 拓哉 ゆりのき □齋藤久美子 用務員 飯塚 敏昭 

３年１組 銀川かれん ゆりのき □秋山真奈美 用務員 渡邊 光美 

３年２組 □松永 由貴 ゆりのき 加藤紗耶香 用務員 佐々木勝吉 

３・４年４組 □大野かほ里 ゆりのき □矢野 有香 学童擁護員 松尾 直樹 

４年１組 〇高瀬 由佳 ゆりのき 武市 一歩 学童擁護員 野城 美香 

４年２組 河地 穂香 ４組学習指導講師 松尾 泰子 児 童 交 通 安 全 擁 護 員 田中 観 

５年１組 小林 豊 ４組学習指導講師 樋口 香織 副校長補佐 柳下 和恵 

５年２組 □有田 忠央 ４組支援員 遠藤 瑞絵 ICT 支援員 浜田 力 

５年４組 □中嶌 伸也 講師 木村 雅子 ALT Patria Moro 

６年１組 柘植真理子 講師 日原みゆき スクールカウンセラー 稲川 裕子 

６年２組 □岩井 良裕 講師 小倉 武 スクールカウンセラー 保母 桂子 

音楽 三上 徹 講師 安念 恵 特別支援教室専門員 鈴江 似子 

図画工作 □鈴木 陽子 講師 鈴木 育子   

◎研究推進委員長  ●授業研究委員長  ○研究開発委員長  □研究推進委員 

国語 

 

算数
語 

社会 

ご指導を受けた講師 

授業研究

 

研究全体会

 

令和７年５月２２日  

令和７年１０月２７日  

令和７年１１月２７日  

３年 「地域の安全を守る」（13 時間扱い） 

６年 「「明治の新しい国づくり」（８時間扱い） 

１年 「ひきざん」（10時間扱い） 

５年 「図形の面積」（13 時間扱い） 

令和７年１１月１３日  

２年 「説明の仕方に気を付けて読み、それを生かして書こう」（15時間扱い） 

４年 「気持ちの変化に着目して読み、感想を書こう」（12時間扱い） 


